
◆

C

と

じ

ｘ

傷

准

Ｌ

＜

く

∴

ど

ヽ

C

■

こ

よ

み

■

４
日
　
船
小
屋
温
泉
ま
つ
り

６
日
　
春
の
交
通
安
全
運
動
行
な
わ
る

（‐５
日
ま
で
）

□
市
内
小

・

中
学
校
始
業
式

７
日
　
市
肉
小
学
校
入
学
式

８
日
　
花
ま
つ
り
　
□
市
内
中
学
校
入

学
式

‐３
日
　
日
源
上
人
例
祭

２３
日
　
一
般
献
血

（市
民
会
館
前
で
）

２９
日
　
天
皇
誕
生
日

〔
定
例
講
座

・
学
級
〕
み
の
り
の
大
学

開
講
式
、
中
央
保
健
福
祉
半
級
開
講
式

（２６
日
）

〔
相
談
〕
心
配
ご
と
相
談

（１
、
８
、

‐５
ヽ
２２
日
）

公
害
苦
情
相
談
、
消
費

生
活
苦
情
相
談
、
人
権
法
律
相
談

（２‐

日
）ことし小学校に入学する子ども

は608人。 最高
`よ

羽犬塚′lヽ165人、

最低は古島小25人。

差は、ますます激しくなってい

る。この中で、松原小は、住宅の

増加にともない、入学数も3年前

に比べ30人増。

このため、教室が不足し、50年

度で6教室を増設した。
=写真は、増築した松原小=
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51年 度 予 算

昨年 よ り3億 円減

骨格予算で6月 に肉付け
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こ
ん
ど
の
三
月
定
例
市
議
会
で
、

五
十

一
年
度
の
当
初
予
算
が
き
ま
り

ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
三
十
三

億
五
千
八
十
八
万
四
千
円
で
、
昨
年

よ
り
二
億
二
百
五
十

一
万

一
千
円
の

減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
減
額
に
し
た
の
は
、

骨
格
予
算
の
た
め
で
す
。
骨
格
予
算

と
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
骨
組
み

で
、
最
小
限
必
要
な
運
営
費
を
組
ん

だ
も
の
で
す
。

骨
格
予
算
に
し
た
理
由
は
、
①
市

予
算
は
五
十
年
度
で
二
億
二
千
万
円

の
累
積
赤
字
が
予
想
さ
れ
、
財
政
の

危
機
が
引
き
つ
づ
き
、
憂
慮
さ
れ
る

こ
と
と
、
②
国
の
財
政
の
影
響
が
大

き
く
作
用
す
る
た
め
、
も
う
少
し
待

た
ね
ば
、
歳
入
の
見
通
し
が
た
た
な

い
た
め
で
す
。

そ
こ
で
、
歳
入
の
見
と
お
し
が
つ

く
六
月
定
例
市
議
会
で
、
肉
付
け
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
０
今
回
の

予
算
で
は
、
土
木
な
ど
投
資
的
事
業

費
は
は
ず
し
て
い
ま
す
。

予
算
の
内
容
に
つ
い
て
、
く
わ
し

く
は
、
六
月
議
会
後
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
と
し
て
、
骨
格
予
算
の
な
か
で

の
お
も
な
も
の
を
み
て
み
ま
し
ょ
う

さ
き
に
も
い
っ
た
よ
う
に
、
赤
字

を
だ
さ
な
い
た
め
、
極
力
支
出
を
押

え
て
い
ま
す
。

諸
団
体
の
補
助
金
は
、
ほ
と
ん
ど

は
三
割
削
減
さ
れ
、
中
小
企
業
の
貸

付
金
の
ワ
ク
も
、　
一
億
二
千
万
円
か

ら

一
億
円
に
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す

そ
ん
な
暗
い
予
算
の
な
か
で
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
明
る
い
内
容
と
い

え
ま
し
よ
う
。

ま
ず
、
福
祉
費
で
、
精
神
薄
弱
者

へ
の
交
通
費
の
助
成
に
要
す
る
経
費

（四
十
四
万
円
）
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。た
だ
し
、
条
例
で
は
、継
続
。

ま
た
在
宅
老
人
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
制
度
に
加

え
、介
護
人
派
遣
制
度
を
作
り
、
一一十

五
万
五
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
フ
ト
ン
な
ど
の
乾
燥

消
毒
委
託
事
業
を
は
じ
め
る
こ
と
と

し
、
六
万
八
千
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。筑
後
保
育
所
は
、
四
月
八
日
か
ら

開
所
し
ま
す
が
、
そ
の
経
費
が
二
千

百
十
七
万
三
千
円
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

筑

後

市

の
財

政

①

コ

　

コ

　

コ

　

う

　

コ

４９
年
度

一
億
二
千
万
円
の
赤
字

Ｅ

　

ノ
壁

　

く

　

Ｃ

　

て

　

Ｃ

昭
和
四
十
九
年
度
の
決
算
が
、
十
二
月
の
議
会
で
で
き
ま
し
た
。

こ
の
決
算
を
も
と
に
、
筑
後
市
の
財
政
に
つ
い
て
、
数
回
に
わ
け
て
お

知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

超
過
負
担
は
、
約

一
億
七
千
五
百
万
円

に
な
る
み
こ
み
で
す
。

農
業
委
員
会
　
　
鋤

で

は

約

８０

補

　

　

く

超
過
負
担
の
解
消
は
、
以
前
か
ら
叫

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
四
十
六
．
七
年
度
に
全
国
的

に
超
過
負
担
状
況
の
調
査
を
し
、
四
十

八
年
度
で
解
消
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
後
追
い
解
消

で
は
、
時
点
の
ズ
レ
に
よ
っ
て
、
価
格

の
変
動
も
あ
り
、
実
質
的
な
解
消
に
は

な

っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
国
も
地
方
公
共
団
体
な
ら

び
、
各
種
の
関
係
団
体
か
ら
の
長
い
期

間
に
わ
た
る
軌
よ
う
な
要
請
、
陳
情
な

ど
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
四
十
九
年
度
は
、
当
年
度
の

超
過
負
担
状
況
調
査
を
し
、
四
十
九
年

度
の
補
正
予
算
で
、　
一
部
を
解
消
し
ま

し
た
。

こ
れ
も
地
方
公
共
団
体
と
社
会

一
般

の
強
い
声
が
国
に
反
映
し
た
も
の
と
い

え

ま

し

ょ

一９

。

し
か
し
、
こ
れ
で
超
過
負
担
が
解
消

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
依
然
と

し
て
大
き
な
比
率
を
し
め
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
八
〇
幹
、
筑
後
中

学
の
体
育
館
建
設
は
、
三
分

一
が
超
過

負
担
で
す
。

国
が
認
め
て
い
る

の
は
単
価
差
の
み

国
が
地
方
の
超
過
負
担
の
対
象
と
し

財

政

硬

直

化

現
象
の
あ
ら
わ
れ

四
十
九
年
度

一
般
会
計
で
、　
一
億
二

五
三
二
万
九
千
円
の
赤
字
に
な
り
ま
し

た
。
昭
和
五
十
年
度
へ
の
事
業
繰
越
し

が
三
九
五
万
三
千
円
あ
り
ま
す
の
で
、

実
質
的
な
赤
字
は
、　
一
億
二
、
九

一
八

万

一
千
円
と
な
り
ま
す
。

全
国
的
に
み
ら
れ
る
財
政
硬
直
化
の

現
象
が
、端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

諸
般
の
情
勢
か
ら
み
て
、
今
後
急
激

な
財
政
事
情
の
好
転
は
期
待
さ
れ
ず
、

今
後
退
筑
後
市
の
台
所
は
苦
し
い
ヤ
リ

ク
リ
が
強
い
ら
れ
そ
う
で
す
。

赤
字
の
原
因
と
し
て
は
、
歳
入
で
市

税
、
地
方
交
付
税
は
前
年
と
比
べ
順
調

な
伸
び
を
み
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
特

定
財
源
が
総
需
要
の
抑
制
の
あ
お
り
で

収
入
減
と
な
り
、　
一
般
財
源
を
く
い
こ

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費

（人

件
費
、
扶
助
費
、
補
助
費
な
ど
）
が
ふ

え
て
い
ま
す
。

市

の

超

過

負

担

一
億
七
千
五
百
万
円

こ
の
よ
う
な
財
政
の
悪
化
は
、
ど
の

地
方
自
治
体
も
同
じ
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
最
近
、
地
方
財
政
の
み
な
お

し
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
特
に
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
は
、　
ク
超
過
負
担
″
で
す
。

超
過
負
担
と
は
…
…
法
律
で
は
、
国

の
負
担
金
や
補
助
金
の
額
は
、
市
な
ど

が
行
な
う
事
業
に
必
要
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
金
額
を
算
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
補
助
単
価
が
低
か
っ
た
り

（単
価
差
）
、
事
業
に
必
要
な
職
員
数

面
積
な
ど
の
数
量
が
確
保
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
り

（数
量
差
）
、
必
要
で
あ
る

経
費
が
補
助
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い

る

（対
象
差
）
こ
と
な
ど
が
原
因
と
な

っ
て
、
市
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
は
不

足
分
を
自
己
財
源
が
持
ち
だ
し
、
負
担

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
超
過

負
担
で
す
。

四
十
九
年
度
の
筑
後
市
の
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消
防
費
で
は
、
有
線
放
送
が
無
人

化
に
な
る
た
め
、
火
災
発
生
報
知
の

設
備
費
と
し
て
四
十
九
万
六
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
費
と
し
て
は
、

水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運

営
費
の
ほ
か
、
窓
が
原
に
建
設
中
の

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
の
附
帯

工
事
費
と
事
務
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
き
び
し
い
財
政
状
態
の
な
か
で

目
新
し
い
も
の
は
以
上
の
と
お
り
で

す
。
さ
き
に
も
言
っ
た
よ
う
に
、土
木

建
設
事
業
費
な
ど
単
独
事
業
費
は
、

計
上
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

建
設
費
、
土
木
費
な
ど
は
大
幅
に
減

額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
財

政
の
見
と
お
し
が
つ
く
六
月
に
計
上

さ
れ
る
予
定
で
す
。

て
認
め
て
い
る
の
は
、
単
価

差
だ
け
で
す
。
そ
の
理
由
は
，

も
っ
ば
ら
国
の
都
合
に
よ
る

も
の
で
あ

っ
て
、
で
き
る
だ

け
国
の
財
政
負
担
を
少
な
く

し
よ
う
と
い
う
意
図
に
よ
る

建
設
費
の
三
分

一
が
超
過

負
担
＝
筑
後
中
体
育
館

も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
単
価
差
の
解
消
も
、

国
の
基
準
の
価
格
と
、
地
方
と
の
価
格

を
ど
う
調
整
す
る
か
、
物
価
の
変
動
を

ど
う
調
整
す
る
か
、
む
ず
か
し
い
問
題

も
あ
る
よ
う
で
す
。
対
象
差
、
数
量
差

は
認
め
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

広 報 ち く ご

月

定

例

市

議

会

固
定
資
産
税
の
納
期
変
更
な
ど
き
ま
る

二
月
の
定
例
市
議
会
は
、
十
二
日
か

ら
二
十
三
日
ま
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
市
議
会
は
五
十

一
年
度
の

市
予
算

（骨
格
）
な
ど
二
十
三
議
案
が

審
議
さ
れ
、
二
十
八
議
案
が
可
決
、　
一

議
案
が
否
決
、　
一
議
案
が
廃
案
、
三
議

案
が
継
続
審
議
に
な
り
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
お
も
な
議
案
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

■
こ
と
し
の
固
定
資
産
税
の
第

一
納
期

を
、
五
月

一
日
か
ら
五
月
二
十

一
日
ま

で
と

一
カ
月
延
期
し
た
。
こ
れ
は
、
税

法
改
正
の
審
議
が
国
会
で
遅
れ
て
い
る

た
め
。

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
め

た
。
内
容
は
、
被
保
険
者
が
出
産
し
た

と
き
助
産
費
と
し
て
四
万
円

（
い
ま
ま

で
二
万
円
）
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た

水

利

地

益

税

の

税

率

も

ま
た
葬
祭
費
を

一
万
円

（
五
千
円
）
に

改
め
た
。

■
職
員
の
給
与
を
引
上
げ
た
。
平
均
五

・
五
智
。

■
職
員
の
定
数
を
改
め
た
。
閥
容
は
市

長
部
局
を
二
三
二
人

（
い
ま
ま
で
二
三

六
人
）
、
監
査
事
務
局
を
二
人
Ｃ
一人
）

教
育
委
員
会
を
七
〇
人

（七

一
人
）
、

議
会
事
務
局
を
四
人

（六
人
）
、
農
業

委
員
事
務
局
を
五
人

（
六
人
）
に
八
人

削
減
し
た
。

影
水
利
地
益
税
の
税
率
を
決
め
た
。

税
率
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
な
お
金
額
は

反
あ
た
り
。

（島
田
関
係
田
＝
九
〇
〇

円
、
大
字
古
島
、
大
字
折
地
の
う
ち
神

宮
司
関
係
田
＝
七
五
〇
円
、
大
字
井
田

大
字
折
地
の
う
ち
大
水
口
国
道
路
以
北

字
角
合
、
字
屋
敷
関
係
田
＝
三
七
五
円

そ
の
他
＝
一
、
五
〇
〇
円
、
山
ノ
井
用

水
組
合
＝
二
八
〇
円
）

■
農
業
共
済
賦
課
金
を
き
め
た
。
総
額

三
百
五
十
四
万
八
千
円
。

■
五
十
年
度
に
建
て
た
二
種
高
銭
野
住

宅
の
家
賃
を

一
万

一
千
円

（月
額
）
に

き
め
た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

溝
口
の
水
町
静
夫
さ
ん
が
選
任
さ
れ
た

こ
の
ほ
か
、
追
加
議
案
と
し
て
提
案

さ
れ
だ
つ
ぎ
の
二
議
案
も
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
職
員
の
定
期
昇
給
を
、
十
二
カ
月
を

十
八
カ
月
に
六
カ
月
延
伸
し
た
。

満
五
十
八
歳
以
上
の
職
員
は
、
定
期

昇
給
し
な
い
。

■
職
員
の
退
職
手
当
の
支
給
を
改
め
た

内
容
は
、
満
五
十
八
歳
以
上
で
退
職

す
る
と
き
は
、
五
十
八
歳
か
ち
の
勤
務

年
数
は
、
退
職
手
当
計
算
の
勤
続
年
数

に
算
入
し
な
い
。

な
お
、
日
市
長
、
助
役
、
収
入
役
お

よ
び
教
育
長
の
報
酬
を
五
４
減
額
す
る

議
案
は
否
決
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
■
あ
る
基
準
を
超
え
る
工
場
が
新

設
、
増
設
し
た
と
き
、
三
カ
年
間
固
定

資
産
税
を
減
免
す
る
と
い
う
工
場
設
置

奨
励
条
例
を
廃
止
す
る
議
案
、
日
精
神

薄
弱
児

（者
）
が
通
院
、
通
学
す
る
と

き
の
運
賃
を
助
成
す
る
議
案
は
継
続
審

議
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
二
月
定
例
市
議
会
か
ら
継

続
に
な
っ
て
い
た
■
職
員
の
給
与
条
例

を
改
め
る
議
案
は
、
審
議
な
し
で
廃
案

に
、
日
水
道
局
の
職
員
の
定
数
を
二
人

ム
や
す
議
案
は
、
さ
ら
に
継
続
に
な
り

ま
し
た
。

会

期

を

三

日

間

短

縮

し

て
審

議

こ
ん
ど
の
定
例
市
議
会
は
、
当
初
会

期
を
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
に
決

め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
十
二
、
二
十
二
日
の
質

議
応
答
の
際
、
執
行
部
が
出
席
し
な
か

っ
た
た
め
、
当
初
の
会
期
を
変
更
、
三

日
間
切
り
あ
げ
て
二
月
二
十
三
日
ま
で

と
し
ま
し
た
。

国

鉄

運

賃

値

上

げ

反

対

を

決

議

こ
の
ほ
か
、
日
国
鉄
運
賃
値
上
げ
反

対
に
関
す
る
意
見
書

（弥
吉
治
一
郎
議

員
提
出
）
、
日
財
政
再
建
団
体
の
加
入

に
関
す
る
決
議
案
（牛
島
巌
議
員
提
出
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
特
別
委
員

会

で

き

る

工
場
誘
致
の
用
地
買
収
で

二
月
四
日
に
、
十
七
人
の
議
員
請
求

に
よ
る
臨
時
市
議
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た

議
案
は

「
工
場
誘
致
に
と
も
な
う
用

地
買
収
等
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
」

で
す
。
当
初
構
成
人
員
は
五
人
で
提
案
し
た

が
、
九
人
に
修
正
さ
れ
、
全
員

一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

○
岡
昭
寿
、
大
鶴
九
州
男
、
江
崎

一
郎

桜
井
清
．
田
中
勝
見
、
中
島
実
男
ｉ
矢

ケ
部
清
治
、
矢
加
部
正
義
、
弥
吉
治

一

郎
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国
民
年
金
掛
金

が
千
四
百
円
に

国
民
年
金
の
掛
金
が
、
四
月
か
ら
月

額
千
四
百
円

（
い
ま
ま
で
千
百
円
）
に

引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
年
金
額
が
九
月
か
ら
つ

ぎ
の
と
お
り
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

老
齢
年
金
　
二
十
五
年
加
入
月
額
三
万

二
千
五
百
円

（
い
ま
ま
で
二
万
八
千
三

百
円
）
十
年
年
金
月
額
二
万
五
百
円

（

一
万
七
千
六
百
八
十
八
円
）
五
年
年
金

月
額

一
万
五
千
円

（
一
万
三
千
円
）

障
害
年
金
　
最
低
保
障
月
額
三
万
三
千

円

（
二
万
八
千
三
百
円
）

母
子
、
準
母
子
、
遺
児
年
金
　
月
額
三

万
三
千
円

（二
万
八
千
三
百
円
）

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
年
金
係
へ
。

六

日

か

ら

春

の

交

通

安

全

運

動

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
県
下

い
っ
せ
い
に

ク
春
の
交
通
安
全
運
動
″

が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

春
の
交
通
安
全
運
動
は
、
新
入
学
児

や
老
人
の
交
通
事
故
防
止
を
ね
ら
い
と

し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
自
転
車
の
事
故
防
止
、

踏
み
切
り
の
事
故
防
止
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
な
ど
も
呼
び
か
け
て
い
き
ま

す
。交
通
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、
ま
た

起
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

産

業

別

の
最

低

賃

金

が

き

ま

る

二
月
二
十
八
日
か
ら
、
福
岡
県
の
最

低
賃
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
ご
と
に

つ
ぎ
の
よ
う
に
き
ま
り
ま
し
た
。

最
低
賃
金
と
は
、
働
く
人
た
ち
の
賃

金
の
最
低
保
障
で
す
。
こ
の
た
め
、
県

内
の
関
係
事
業
所
で
は
、
こ
の
金
額
よ

り
低
い
賃
金
で
、
労
働
者
を
雇
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
、
こ
れ
以
下
の
賃
金
歪
屋
わ
れ

て
い
る
人
は
、
八
女
労
働
基
準
監
督
署

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

窯
業

・
土
石
製
品
製
造
業
情

一
日
二
千

百
四
十
円
、
パ
引
卜

一
時
間
二
百
六
十

八
円
食
料
品
製
造
業
＝

一
日
二
千
七
十
円
、

パ
ー
ト

一
時
間
三
百
五
十
九
円

機
械

。
金
属
製
品
等
製
造
業
＝
一
日
二

千
二
百
十
円
、
パ
ー
ト

一
時
間
三
百
七

十
七
円

ゴ
ム
製
品
製
造
業
＝
一
日
二
千
百
五
十

円
、
パ
ー
ト

一
時
間
三
百
六
十
九
円

自
動
車
整
備
業
＝
一
日
二
千
百
五
十
円

パ
ー
ト

一
時
間
三
百
六
十
九
円

そ
の
他
の
産
業
は
、　
一
日
千
八
百
六

十
五
円
、
パ
ー
ト

一
時
間
二
百
三
十
四

円
で
す
。

こ
の
額
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
家
族

手
当
や
通
勤
手
当
は
合
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。こ

の
ほ
か
、
婦
人
服
製
造
業
に
従
事

す
る
家
内
労
働
者
の
最
低
工
賃
も
決
ま

っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
八
女
労
働
基
準
監
督

署

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

環
境
週
間

の

標
語

を
募
集

環
境
庁
で
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
環

境
週
間

（六
月
五
日
ど
十

一
日
）
に
ち

な
ん
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

〔
内
容
〕
公
害
の
防
止
、自
然
の
保
護
、

環
境
の
保
全
の
意
義
を
強
調
し
た
も
の

〔
応
募
方
法
〕
官
製
は
が
き

一
枚
に
、

一
つ
の
標
語
を
書
き
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
な
ど
を
明
記

〔
送
り
先
〕
東
京
都
千
代
田
区
霞
ケ
関

三
―
一
―
一　
環
境
庁
総
務
課
広
報
室

〔
し
め
切
〕
二
月
二
十
七
日

（当
日
消

印
有
効
）

ヽ

一
４

一
月

一
の

一
衛

一
生

一行

一
事

一

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
服
用

該
当
児
は
、
昭
年
５０
年
１
月
か
ら
５０

年
６
月
生
ま
れ
ま
で

（２
回
目
）
と
、

５０
年
７
月
か
ら
例
年
１２
月
生
ま
れ
ま
で

（１
回
目
）
。

‐４
日
　
羽
犬
塚
、
水
洗
校
区

‐５
日
　
筑
後
、
松
原
、
水
田
校
区

‐６
日
　
一一川
、
下
要
、
古
川
、
西
牟
田

古
島
校
区

３０
日
　
も
れ
た
人
全
員

▽
場
所
は
、
い
ず
れ
も
市
民
会
館
で

三
歳
児
検
診

（昭
和
４７
年
４
月
か
ら
弼

年
３
月
生
ま
れ
ま
で
）

２０
日
　
筑
後
、
古
川
校
区

２‐
日
　
水
田
、
下
妻
、
二
川
校
区

盟
日
　
羽
犬
塚
校
区
（上
原
々
を
除
く
）

％
日
　
松
原
校
区
、
上
原
々

２７
日
　
古
島
、
西
牟
田
、
水
洗
校
区

▽
場
所
は
い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で

一噺華指搾胸猟剤噛郭＝翔鶏↑一

伝
　
　
一言
　
　
板

『
こ
い
の
ば
リ
シ
ー
ズ
ン
に

な
る
た
め
、
九
州
電
力
八
女

営
業
所
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
呼
び
か
け
て
い
る
。

こ
い
の
ば
り
が
電
線
に
ム

れ
、
思
わ
ぬ
感
電
事
故
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
い
の
ぼ
り
を
立
て
る
と

き
は
、風
が
ど
ん
な
に
吹
い
て
も
，電
線

に
ム
れ
な
い
よ
う
に
立
て
て
く
だ
さ
い

2月 の人の動き

出 生    41人
死 亡   24人
世帯数  9,529戸
人口計 39,944人
(先月より 66人増 )

男  19,050人
女  20,894人
住民基本台帳か ら

電 線 に ご 注 意

23日 は一般献血です

時間は午前10時から午後3時

までです。

場所は、市民会館前です。

健康な人ならどなたでも結構です。

ご協力ください。

今
月
は
、
２

・
９

ｏ
ｌ８

・

２３

・
３０
日
で
す
。

― 工460た X3

ゆ

やぃよ,おらせl甘・・・
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